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私たちにできること
川や海に流れ込む水には、地表に降った雨水や農業・畜産からの排水、工場からの排水の

ほか、私たちの日常生活からの があります。

水の汚れについては、かつては工場排水が主な原因でしたが、工場の排水対策が進んだ

今日では、 となっています。

私たちが、１人1日に流す生活排水の量は約２００Ｌです。そのなかには４０gの汚れ（BOＤの量）が含ま
れています。生活雑排水の中では、台所からの汚れが多くを占めています。

○ 主な汚れの発生源は台所
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食品を流した場合、コイやフナなどの魚が棲める水質にするには、浴槽何杯分もの水が必要となりま
す。 食器に残ったわずかな量でも、みんなが毎日流すと大変な量の汚れとなります。

○ もしも、食べ残しをそのまま流してしまったら・・・

・ 安城市では、一部のリサイクルステーションにて、ごみの減量とリサイクルを目的
に、使用済み食用油を回収しています。
・ 食器や鍋に付いた油などの汚れは、ゴムベラ、古新聞などで拭き取りましょう。
・ 米のとぎ汁は、庭や畑にまきましょう。

○ やってみよう、私たちにできること



生活排水を処理する施設には、下水道、合併処理浄化槽、農業集落排水施設などがあり、人口密度な
ど地域の特性にあわせて整備されています。

○ 汚れた水をきれいにするために

県内には約５４万４千基（２０２２年度末）の浄化槽が設置されています。
浄化槽の機能を適正に維持するために、浄化槽法で定められている法定検査、保守点検、清掃の３つ
を行わなければなりません。

○ あなたの浄化槽ちゃんと働いていますか？
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浄化槽の維持管理

保守点検や清掃が適正に実施さ
れているか判断するための検査
です。
知事の指定した検査機関が検査
を行います。

浄化槽内で発生した汚泥等の引
き抜きや洗浄を行います。市町
村長の許可を受けた清掃業者に
委託します。

浄化槽の稼働状況を調べて、機
器の点検・調整・修理・消毒薬の
補充等を行います。
知事の登録を受けた保守点検業
者に委託することができます。

既設のみなし浄化槽またはくみ取り便槽を廃止し、環境配慮型合併処理浄化槽へ
「転換」する場合は、浄化槽設置整備事業補助金の補助対象となります。
補助金の詳細は市公式ウェブサイト（右記QRコード）からご確認ください。

合併処理浄化槽は、家庭から出る水の汚れの約９０％を除去することができます。一方、家庭から出る
水のうち、し尿（トイレの排水）のみを処理する単独処理浄化槽（みなし浄化槽）では、生活雑排水（台所
などの排水）は処理されないので、約２０％の汚れしか除去できません。

○ 合併処理浄化槽に転換しよう！
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